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①知多半島の東海層群 

 

編集 本日は伊勢湾東岸地域の東海層群につい

てお伺いしたいと思います．最初に牧野内先生

からお願いいたします． 

牧野内 伊勢湾東岸地域というテーマになって

いますが，本日の話では，この地域は，南は知

多半島から北は濃尾平野東縁の丘陵地帯を含む

地域とします．そして私が知多半島の，中山さ

んがそれ以北の，愛知県の尾張・西三河地方に

分布する東海層群についてお話しいたします． 

伊勢湾東岸地域の地形・地質の概要 

まず，伊勢湾周辺地域の地質概要図（図1・1）

で東海層群の分布をみていただきます．伊勢湾

の東岸と西岸には，南北方向にたくさんの丘陵

が連なっておりますが，これらの丘陵をつくる

地層が東海層群で，場所によっては，この地層

の上に中部更新統，つまり第四紀中ごろの時代

の地層が重なります．渥美半島（中央構造線の

南側）の丘陵は中部更新統のつくる丘陵で，こ

こには東海層群は分布しておりません． 

伊勢湾東岸地域の地形・地質をごく大ざっぱに

見ますと，まず濃尾平野の東方，三河地方の大

部分は三河高原（三河山地）とよばれる準平原

状の起伏のなだらかな山地で占められています．

岩質は北部が新期領家花崗岩類，南部が領家変

成岩類，山地の北西部に西側に突出している部

分がありますが，これが猿
さな

投
げ

山
やま

（標高629ｍ）

です．また三河山地の東南部には，中央構造線

に接してその北側に，瀬戸内中新統の設楽
しだ ら

火山

岩類が分布し，流紋岩やデーサイトなどの火山

岩類が険しい地形をつくっています． 

濃尾平野北部の犬山市付近の美濃山地は，チャ

ート，頁岩，砂岩などからなる中・古生層で，

これは岐阜県美濃地方へと連なり高さを増して

いきます． 

そのほか山地や丘陵のところどころには，瀬戸

内中新統が顔をだしてもおりまして，それらは

瀬戸市北方（品野層），岡崎市の南部（岡崎層

群），知多半島の南端およびその東方の日
ひ

間
ま

賀
か

島・佐久
さ く

島（師崎層群）などです．だいたい以

上に代表される地層が，東海層群の基盤をつく

っている地層です． 

濃尾平野の東縁には，山地の西麓に接して尾張

丘陵と総称される丘陵地帯が，海抜100ｍ前後

のスカイラインをつくってほぼ南北に連なりま

すが，この丘陵をつくるのが東海層群です．こ

れらは，庄内川，矢田川，天
てん

白
ぱく

川や，さらには

それらの支流によって大小の丘陵に分割され，

丘陵の西側には中位段丘および低位段丘が発達

し，さらにその西側には広大な濃尾平野が広が

ります．このように東から西に向かって，山地，

丘陵，台地，沖積平野と順に低くなり，しかも

その広い平野の西縁が南北性の養老山地によっ

てさえぎられてしまうのが，この地域の地形的

特徴（濃尾傾動地塊）です． 

ついでに濃尾平野の地形について簡単に触れま

すと，それは図1・2のようになっております．

まず美濃山地の出口には，木曽川の運んだ砂礫

によって大規模な犬山扇状地が形成され，その

半径は約12kmにも及びます．この扇状地の下

流側には，主として木曽川の分流がつくった一

宮氾濫平野，さらにその南には，歴史時代に入

ってから陸化した低湿地（蟹江三角州）がひろ

がって，この広大な平野を構成します．そのデ

ルタの先端には江戸時代以降，干拓地が次々に

つくられ，さらにそのさきには，ごく最近につ

くられた埋立地が大きく広がっています．この

ように人為による造成地が大きな構成要素にな

っているのもこの平野の特徴です． 

一方，尾張丘陵のうち，瀬戸市東方の猿投山の

西麓から南西にのびてくる丘陵地帯は，知多半

島に入って南北方向に向きを変え，半島の丘陵

地帯へと連なって南に向かって細長くのびてい

きます．この一連の丘陵地帯は，猿投－知多上

昇帯とよばれる隆起帯で，現在の地形を形づく

っている主役の１つです．こうして西側の伊勢

湾と，東側の岡崎平野（西三河平野）および知

多湾との間には，南に細長くのびる丘陵地帯，

つまり知多半島が張り出しているという格好に

なっているわけです． 

知多半島の地形・地質 

知多半島は，南端の山地部を除けば，北から南

まで標高50ｍ～80ｍのなだらかな丘陵地が続

いているのですが，その北端は，尾張丘陵の南

端と，半島北部の大
おお

府
ぶ

丘陵との境になります． 

ここは，北北西～南南東方向の直線的な谷にな

っていまして，この谷間をＪＲ東海道本線が走

っています．半島の大部分は，知多丘陵で占め

られますが，半島の南端になるとやや険しい地

形をもつ山地へと移り変わります．この山地を

つくっている地層が瀬戸内中新統，いわゆる第

一瀬戸内累層群とよばれているうちの師
もろ

崎
ざき

層群

です．そしてこれより北側の，知多半島の骨格 
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をなす丘陵地帯をつくっている地層が東海層群

ということになります． 

知多半島の東海層群は，別に常
とこ

滑
なめ

層群ともよば

れますが，この地層は，基底部がやや砂礫質で，

それよりも上の部分は連続性の乏しい不規則な

砂泥互層からできています．固結の程度はそれ

ほど高いものではありません． 

これらの丘陵の頂部あるいは上部には，中部更

新統の地層が分布しています．地層の名前でい

いますと，南部に分布するのが武
たけ

豊
とよ

層，知多丘

陵の北端と大府丘陵上に分布するのが加
か

木
ぎ

屋
や

層

とよぶ地層で，いずれもくさり礫を含む砂礫層

を主体としています． 

丘陵の縁辺部は，海成粘土層を挟む中部あるい

は上部更新統により大小の段丘がつくられてい

ますが，それより低いところは海岸地帯や谷間

沿いに沖積層が分布します． 

常滑層群の火山灰層序と岩相層序 

知多半島の地層を最初に研究された方は小瀬知

常という先生で，それが公表されたのが1929年，

常滑層群という命名もそのときにされておりま

す．戦後になりますと，しばらくの間は，陶器

原料粘土やみがき砂あるいは亜炭など，こうい

った資源の埋蔵量の調査を中心にした仕事がず

っと続けられますが，それが，1970年代以降に

なりますと，火山灰層を鍵層として常滑層群の

層序を明らかにしようとする調査・研究が始ま

り，現在に至っています． 

そういう調査の主要なものを挙げてみますと，

名大の糸魚川先生が1971年に知多市周辺の丘陵

を中心に半島北部を調べられて，その層序を明

らかにされました．それから，私が1975年に半

島南部の方を調査しました．しかし，半島の中

部に当たるところ，知多半島でいいますとかな

り太い部分が，個別的な情報にとどまっていて，

火山灰層序としてどういう構造になっているか

ということがはっきりとわからないで，ずっと

空白の状態が続いていたわけです．それが1986

年になって地質調査所から，吉田史郎さん，尾

崎正紀さんによる「半田図幅」が発表され，こ

れにより半島の中・北部の火山灰層序が明らか

にされました．こうして1986年になってやっと

知多半島全体の火山灰層序学的な仕事ができ上

がって，大体そのときから，南部についても，

北部についても，中部についても同じようなレ

ベルでいろいろと議論ができるようになったわ

けです． 

図 1･1－伊勢湾周辺の地質概略図                        <50 万分の 1 地質図<京都>地質調査所刊を簡略化>

図 1･2－濃尾平野の地形概念図         <桑原、1975 により簡略化> 


